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様式第２号（第８条関係） 

 

会  議  録 

 

１ 会議の名称   令和６年度 第２回 川根本町国民健康保険運営協議会 

 

２ 会 議 日 時   令和７年２月２８日（金） 午後７時００分から午後８時００分まで 

 

３ 開 催 場 所   川根本町役場 本庁 ３階 大会議室 

 

４ 出席した者の氏名 

（１）委  員  板谷信会長、中野暉委員、澤西省司委員、渡邉克也委員、 

松葉秀基委員、薗田はる委員、山本佳世委員、八木祐幸委員 

（２）執行機関  町長 薗田 靖邦 

（事務局） 税務住民課 課長 北村 浩二 

税 務 室 室長 相村  禎 

戸籍住民室 室長 堤  孝行 

戸籍住民室 主幹 太田 英亮 

戸籍住民室 主事 海老名千里 

                健康福祉課 課長 森下 育昭 

                      健康づくり室 主幹 松本 尚子 

 （３）そ の 他  傍聴者なし 

 

５ 議 題 

【協議事項】 

令和７年度国民健康保険事業特別会計当初予算（案）について 

【諮問事項】 

令和７年度国民健康保険税の賦課方法（税率等）について 

【報告事項】 

（１）川根本町国民健康保険税条例の一部改正について 

（２）令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 

 【その他】 

 

６ 会議資料の名称 

  次第、委員名簿、協議会規則 

  資料 令和７年度国民健康保険事業特別会計当初予算（案）について 

   令和７年度国民健康保険税の賦課方法（税率等）について 

   川根本町国民健康保険税条例の一部改正について 

令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 

 

７ 発言の内容  以下のとおり 
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事務局 

 

 

 

 

 

  会長 

 

 

 

 

 

 

 事務局 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務局 

 

  会長 

 

 

 

 

 

（１ 開会） 

 本日はお忙しい中ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 ただ今から、令和６年度第２回川根本町国民健康保険運営協議会を開催いた

します。 

はじめに、板谷会長からごあいさつをいただきます。 

 

（２ 会長あいさつ）  

 それでは、一言あいさつをさせていただきたいと思います。 

 国保運営については、近年県との関わりの中で情勢が大きく変化してきてお

り、国保会計の運用においても様々なデータの推移を注視しながら対応してい

く必要があります。町民の生活にも関わる大事なことですので、私としても現

状への理解をより一層深めていきたいと考えております。 

 本日は、よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 続きまして、薗田町長からごあいさつを申し上げます。 

 

（３ 町長あいさつ） 

夜分、お仕事でお疲れのところお集まりいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。また、日ごろより国保運営にご理解、ご協力をいただき、厚くお礼

申し上げます。 

本日、次年度の当初予算についての記者発表をさせていただきました。この

３年間、新町建設計画のもと、学校の再編、し尿処理施設や斎場の整備といっ

たハード面の施策を進めるほか、令和４年の台風災害からの復旧等に取り組ん

でまいりましたが、これからは「ハードからハートへ」というフレーズのもと、

「ハート」の部分を大切にしながら、町民の皆さんの笑顔につながるような施

策にも注力していきたいと考えております。 

本日の協議会では、令和７年度当初予算（案）や条例改正等についてご協議

いただくほか、国保運営の要となる国民健康保険税の賦課方法について諮問さ

せていただくことになっております。委員の皆様におかれましては、持続可能

な国保運営体制の確保に向け、それぞれの立場から様々なご意見、ご助言をい

ただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（４ 議事） 

 それでは議事に移ります。ここからの進行は板谷会長にお願いいたします。 

 

 それでは、協議事項 令和７年度国民健康保険事業特別会計当初予算（案）

について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【協議事項】 

 「令和７年度国民健康保険事業特別会計当初予算（案）について」 

  資料に基づき事務局から説明 
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会長 

 

 

  委員 

 

 事務局 

 

 

会長 

 

 

 事務局 

 

 

 

 

 

 事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 事務局 

 

 

 

 

  委員 

 

 

 

 

 

 事務局からの説明が終わりました。何かご意見、ご質問はございますでしょ

うか。 

 

 前年度との比較の欄で、増額と減額が逆になっている箇所があります。 

 

 大変失礼いたしました。修正したものを改めて配付させていただきます。合

計金額に誤りはありません。 

 

次に、諮問事項 令和７年度国民健康保険税の賦課方法（税率等）について、

事務局から説明をお願いいたします。 

 

 保険税の賦課方法につきましては、協議会規則第５条第１項第２号に定める

重要事項となりますので、諮問事項として町長から板谷会長に諮問書を提出さ

せていただきます。 

 

～ 町長から会長に諮問書を手渡し ～ 

 

 それでは、諮問事項の具体的な内容についてご説明いたします。 

 

【諮問事項】 

 「令和７年度国民健康保険税の賦課方法（税率等）について」 

 資料に基づき事務局から説明 

 

事務局からの説明が終わりました。委員の皆さんのご意見や賛否を伺いたい

と思います。 

 

 県に納める事業費納付金が 2,000 万円ほど減ることにより被保険者からの徴

収税額も減額となるということですが、税率を据え置くことにより１人当たり

の保険税額は令和６年度との比較で同額程度になるということでよろしいでし

ょうか。 

 

 １月２０日時点のデータを基に計算したうえで、被保険者数や町民の所得額

の想定減少率を反映させて次年度の税額を算定しております。税額算定の基礎

となる数値は前後すると思われますが、概ね横ばいという形になるのではない

かと考えております。 

 

 令和８年度には制度改革により子ども子育て支援金分が組み込まれ、確実に

保険税額が上がることになると思います。今回据置としたことで、次回の改定

の際には急激な負担増になることが心配されますが、その点も考慮したうえで

令和７年度の税率を検討したのでしょうか。 
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 事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

  会長 

 

 

 

 

 

  会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

  会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 被保険者数や町民の所得額の減少を見込み、かつ税率を据え置いた場合でも

国保会計の支出額を賄える必要税額が十分確保でき、更に余剰が生じるという

試算結果となりました。 

子ども子育て支援金分の賦課方法については国から具体的に示されておりま

せんが、令和８年度に見込まれる税率改定における負担増は緩やかなものにな

るのではないかと考えております。 

 

 その他にご意見等がなければ、質疑はここまでとさせていただきます。 

 それでは、今回の諮問事項について採決いたします。税率据置とする案に賛

成の方は挙手をお願いいたします。 

 

～ 全員挙手 ～ 

 

全員賛成ですので、町からの諮問事項について適当と認める旨、答申書を作

成したいと思います。文面につきましては、会長である私に一任いただきたい

と考えておりますが、よろしいでしょうか。 

 

～ 全員異議なし ～ 

 

 ご異議がないようですので、会長として答申書を作成させていただきます。 

 次に、報告事項（１）川根本町国民健康保険税条例の一部改正について、事

務局から説明をお願いいたします。 

 

 

【報告事項】 

 （１）「川根本町国民健康保険税条例の一部改正について」 

 資料に基づき事務局から説明 

 

事務局からの説明が終わりました。何かご意見、ご質問はございますでしょ

うか。 

 

～ 質疑なし ～ 

 

 次に、報告事項（２）令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算につい

て、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【報告事項】 

 （２）「令和６年度川根本町国民健康保険事業特別会計補正予算について」 

 資料に基づき事務局から説明 

 

事務局からの説明が終わりました。何かご意見、ご質問はございますでしょ

うか。 
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 事務局 

 

 

 

 

 

  会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 質疑なし ～ 

 

（５ その他） 

 その他、委員の皆様から国民健康保険事業全般についてご意見等はございま

すでしょうか。 

 

 私の手元に入った資料をもとに情報提供させていただきます。 

 数年前に何百万円というがんの治療薬が開発されて色々と騒がれましたが、

現在最も高額の薬剤は１億 6,707 万 7,222 円で、1,000 万円以上の薬が７剤も

出てきております。 

高額療養が増えたとしても県の支援等により国保会計に問題が生じるわけで

はありませんが、今このような薬が出てきているということを知っておいてい

ただきたいと思います。 

 

 今の委員のお話にもあったように医療費は高額となっており、本町でも補正

予算で対応するような状況になっております。 

このように大きな医療費がかかったとしても、県から交付される保険給付費

等交付金により国保運営ができているということを改めてご理解いただきたい

と思います。 

 

 他にご意見等はございませんでしょうか。 

 ないようでしたら、事務局にお返ししたいと思います。 

 

（６ 閉会） 

 板谷会長におかれましては、議事進行をお務めいただき誠にありがとうござ

いました。 

現在の委員の任期は令和７年１０月３１日までとなっております。新年度に

おきましても、引き続き本町の国民健康保険の運営にご協力いただきますよう

お願い申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして、令和６年度第２回川根本町国民健康保険運営

協議会を閉会いたします。本日は長時間にわたりご協議いただき、誠にありが

とうございました。 

 

 

上記に相違ないことを確認する。 

        川根本町国民健康保険運営協議会 会長  板 谷  信 


